
 

 

 

 

 

 

 

 

１学期も終わり、明日から夏休みです。約 40日という長い期間をどう有意義に使うかで皆さん

の人生が大きく変化します。たとえば、毎日 30分でも自分のために努力した人としていない人で

は 20時間つまりほぼ 1日の差がついてしまいます。まして、夏休み中に全く勉強しなかった人は

1学期のことをすっかり忘れて 2学期を迎えることになるでしょう。それがどのような結果をもた

らすのかは、賢い皆さんには言うまでもありませんね？ 

しかし、闇雲に努力すればいい訳ではありません。そこで今回の進路だよりでは皆さんのタイプ

を診断し、それに合った夏休みの過ごし方をアドバイスします！まずは下のタイプ診断をやってみ

ましょう!!!タイプ別のアドバイスは右側の表を見てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和４年度 

７月号 

利根商 

進路だより 

③ ② ④ ⑦ ⑥ ⑤ ① 

夏休み中に部活や習い事が 

ガッツリ予定されている。

る。 

部活や習い事に関係した 

進路を考えている。 

大学や短大、専門学校への

進学を考えている。 

将来やりたいことが 

ハッキリとしている。 

３年生だ 
大学の一般試験を 

意識している。 

専門学校以外の進学は 

絶対に有り得ない。 

はい いいえ 

我等行く手の 

タイプ別！夏休みの過ごし方大特集！ 



 
①タイプのあなたは、自分の人生に対して積極的に投資ができているようですね。大変立派

なことですが、学習もしっかり取り組みましょう。特に GTZで Dゾーンにいる人は、その道

で生計を立てられたとしても『常識のない人』『専門以外は何も出来ない人』になってしまい

ます。この夏は、『学年+１時間』の学習で、『隙のないプロ』を目指しましょう！ 

②タイプのあなたは、自分の人生をしっかりと見据えられているようですね。大変立派なこ

とですが、先を見据えるだけで足下の学習が疎かになっていないでしょうか？国語を通じて

身につく読解力や数学を通じて身につく理論的思考力など、直接的に関係のない学問でも無

駄なことは全くありません。この夏は、『平日は学年+１時間、休日は(学年+１時間)×２』の

学習で、『応用の利く専門家』を目指しましょう！ 

③タイプのあなたは、高い志を持ち日々の学習に励んでいる利根商の誇りです。特に高校３

年生のあなたは受験の天王山にいます。『１日１０時間』は学習に取り組みましょう。１･２

年生も『１日８時間』を目標に学習を進めましょう。今の努力が１つ上の人生を約束してく

れます。目先の快楽に囚われることなく、自分の人生へ投資をして、豊かな一生を送りまし

ょう！ 

④タイプのあなたは、進学に向けて着々と準備を進めている計画的な性格のようです。大学

入学後も見据えた準備をしているとは思いますが、この夏休みは『(学年+１時間)×２』の学

習で一般受験をくぐり抜けてきた同級生から落伍しないよう実力を付けてください。 

⑤タイプのあなたはこの夏休みを『自分発見の夏』にしましょう。そのためには、『(学年+１

時間)×２』の学習で実力を身につけてください。自分のやりたいことは自分の能力から見つ

かります。英語が得意だから通訳の仕事に就きたい。簿記が得意だから経理の仕事がした

い。できることがあるから、したいことが見つかるのです。 

⑥タイプのあなたは、もはや言うまでもありませんね。この夏であなたの人生が決まります。

頑張ってください。利根商進路指導部も全力で応援します!!! 

⑦タイプのあなたは、夏休みの過ごし方に気をつけましょう。高卒就職は決して楽な道では

ありません。進学者が４年もしくは２年かけて準備する『社会人として必要な能力』を高校

卒業までに身につけなければなりません。ぜひこの夏休みは『学年+１時間』の学習で実力の

ある社会人を目指してください。 

いかがでしたか？繰り返しになりますが、夏休みの努力は大きな差を生みます。更に言え

ば、夏休みの怠惰は 1学期の努力を無駄にし、２学期以降の高校生活を退屈なものにします。

思い当たる人も多いのではないでしょうか？この夏は今までの夏休みの失敗を繰り返さないこ

とが肝要です。 

学習をして満足するのでは不十分です。高校生の夏休みは『自分を成長させる』ことが何よ

り大切です。SNSや動画サイトなど安易な娯楽に走り、時間を浪費することのないよう実りある

夏休みを過ごしてください。２学期には学習だけでなく部活動や様々な体験を通じて一回り成

長した皆さんに会えることを先生たちは信じています。 


